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※経費率については、国交省土木工事積算根拠より40%と設定
※予測年間利用者数及び使用料収入は、スポーツ施設部分のみ

メイングラウンド関係
（人工芝、防球ネット、ナイター照
明、屋根付きスタンド、スロープ）

約6.6億円

サブグラウンド関係
（人工芝フットサルコート、膜屋
根、照明、フェンス）

約3.6億円

スタンド棟関係
（ロッカールーム増設）

約0.2億円

小計 約10.4億円

遊具、屋根付き休憩施設関係 約0.4億円

噴水、カスケード、階段関係 約0.3億円

植栽関係 約0.1億円

修景池関係（浚渫含む） 約0.1億円

園路関係 約0.3億円

トイレ関係 約0.4億円

小計 約1.6億円

その他
造成、擁壁工、駐車場整備、雨
水排水設備整備、既存施設撤去
などの施設全体に係る費用

約1.8億円

約13.8億円

約5.5億円

約0.5億円

年間使用料
収入予測 約 1,000 万円

諸経費（40.0%）

管理棟改修費用

概算工事費 約 21.7 億円（税込）

うちスポーツ
施設整備

うち公園
施設整備

直接工事費合計

年間利用者数
予測

約 39,000 人

・ 再整備基本計画
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民間活力を活用した公園の魅力向上
や利用者の利便性の向上に寄与する
施設にリノベーション

工事残土を利用し、
駐車場の増設(29台→52台）

ミ
スポーツ施設・オープンスペースの持つ強みを活かした防災力の強化

桃源郷運動公園は、雄滝雌滝周辺を除き土砂災害警戒区域等に指定されていないことから、駐車
場が指定緊急避難場所として指定されており、地震や大雨などによる発災直後は、不特定多数の市民
が一時的に集まる場となります。また、サッカーグラウンドは災害時のヘリコプターの発着予定地とも
なっています。
再整備に際しては、これらの防災機能の強化に加えて、平野部と山間部の連結地点である立地的な
特徴を活かし、災害時の人的支援（ボランティア等）や物的支援の受入れや調整に必要な機能が発揮で
きるように、スポーツ施設やオープンスペースを活かした防災の拠点としての機能を充実させていき
ます。

【防災機能の整理】
・災害時のヘリコプター発着場所の継続的な確保
・受援に関する拠点（サッカーグラウンドヘの緊急支援車両の受入れ、屋根付きフットサルコートの災害
支援物資・資材置き場としての活用、スタンド棟や管理棟でのボランティアセンターの開設など）
・指定緊急避難場所としての機能強化（防災トイレの新設、防災倉庫の移設•更新、備蓄品の充実）
•発災後における遊具や植栽による子どものメンタルケア
・園路（ウォーキングコース・ジョギングコース）を活用した運動不足の解消
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令和８年度中に事業者を公募し、令和９年度から民間事業者による整備・運営事業を開始する予定とします。
公園及び建築工事は令和10年度から令和11年度にかけて実施し、リニューアルオープンは令和12年春頃の予定とします。

内 容項 目

実施要領の公表 :令和７年１月17日（金）
サウンディング実施:令和７年２月20日（木）・21日（金）・25日（火） の３日間実施時期

調
査
概
要

合計９社（建設事業者、不動産事業者など）対象事業者

①本事業や再整備基本案（サッカーパーク案）に関する意見について
②事業手法やスケジュール等について
③その他（本事業の懸念・期待等ほか）

調査内容

・DBO＋Park-PFIで実現可能…２社
・DBOのみ（Park-PFIの実現性は低い）…４社
・Park-PFIの実現性は高い…１社

事業手法

調
査
結
果

・参画可能性あり…６社
・参画可能性低い…２社事業への参画可能性

・別公募が望ましい…３社
・一括公募が望ましい…２社
・Park-PFIの導入は困難であり、DBO（又はPFI-BTO）が望ましい…３社

DBOとPark-PFIの
組み合わせ

・スキームとしては可能であるが、公共的施設の面積が大きく収益性が高くないため困難という
意見が多数
・収益を上げる施設として駐車場の有料化（土日のみ）が考えられる

収益の一部で事業費を
賄うことについて

・提示したスケジュール（以下参照）について、概ね妥当なものであることを確認
（提示したスケジュール）
事業者決定 令和８年度末
設計期間 令和９年度～令和10年度（１年半）
工事期間 令和10年度～令和11年度（１年半）
維持管理・運営期間 令和12年春頃～（15～20年間）

事業スケジュール

。

※回答が得られなかった事業者やサウンディング結果の公表を希望しない事業者があるため、合計が9社とならない項目があります。

事業手法 事業手法の特徴

 公設＋指定管理
　・設計、建設ともに行政が発注する従来的な手法
　・整備、管理・運営ともに市の費用負担が大きい
  ・指定管理期間が短く、民間事業者のノウハウが発揮されにくい

 D B O
　・設計（Design）、建設（Build）、管理・運営（Operation）の略称で、これらを市が一括で委託する手法
  ・整備にかかる行政の費用負担は、公設の場合と同様に大きい
  ・設計から管理運営までを同一の事業者が行うため、「公設＋指定管理」に比べて民間事業者のノウハウを反映させやすい

 Park-PFI   ・公園に便益施設の設置又は管理を行う民間事業者を公募により選定する制度
  ・民間事業者が設置する便益施設については、公共の費用負担がない（設置許可）
  ・設計から運営までを同一の事業者が行うため、民間事業者のノウハウを反映させやすい

上記２つの手法と組合わせ

ることで候補となるもの

令和12年度～
(2029) (2030)

令和11年度
(2024) (2025) (2026) (2027) (2028)
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

基本計画策定

測量調査

設計・確認申請 公園・建築工事
維持管理・運営

（15年間）

事業者公募

アドバイザリー業務

・ 事業計画

(1)事業手法の整理

桃源郷運動公園再整備基本構想において、本事業に適用の可能性がある事業手法を次の3つに整理しました。

［ 〕
(2)サウンディング型市場調査の結果

民間事業者へのサウンディング型市場調査では、「DBO」及び管理棟（周辺駐車場含む）における「Park-PFI」の
実現可能性などについて確認をしました。その結果、「DBO」での実現可能性は高いとの意見が多く得られましたが、
収益性などの観点から「Park-PFI」については実現が困難であるとの意見が得られました。

(3)活用可能財源等の整理

概算工事費が現在約21.7億円となっており、市の財政負担を軽減し安定した財政運営のもと再整備事業を進め
るため、国の制度の活用や交付税算入がある地方債等の積極的な活用を検討しています。
まず国の交付金等の制度を検討した結果、社会資本整備総合交付金（補助率1/2)の活用を予定しており、交付金
を充当した残りの市負担分については、過疎対策事業債（充当率100%、交付税措置率70%)の充当を予定してい
ます。これらの財政措置の他にも、民間におけるスポーツ施設の整備に係る補助制度（日本サッカー協会による施設
整備助成事業等）の活用が期待できる場合は、積極的に活用を図ることとします

(4)事業手法の評価

①事業手法の決定

各手法の整理やサウンディング型市場調査の結果などを評価し、「公設＋指定管理」と比べて民間事業者が持つ柔軟な
創意工夫やノウハウが十分に発揮できる可能性が高い「DBO」を採用する方針とします。
「DBO」は、設計・建設・管理運営を一括発注することが最大の特徴であり、設計や建設など各フェーズ間の連携がス
ムーズになることで、事業者は長期的な視点から効率化や合理化を図ることができ、コスト削減の効果も見込まれると考
えます。また、長期的な維持管理運営の契約をすることで財政負担の見通しが立てやすくなるというメリットも有してい
ます。
今回、「DBO」の実現可能性があると評価した事業者及び本再整備事業への参画可能性がある事業者が複数存在した
ことからも、一定の競争性が担保できるものと見込んでいます。
「Park-PFI」については、今回のサウンディング型市場調査の結果では、民間事業者の参画可能性が低いことから、今
回の再整備では導入しない方針とします。

②維持管理及び運営の方法

再整備後の維持管理及び運営にあたっては、公募で決定した事業者を指定管理者とすることとします。
加えて、指定管理者としての自主的な経営努力の発揮を見込み、サッカーグラウンドやスタンド棟等においては利用料
金制の採用を視野に入れます。管理棟については、整備費用は市が負担しますが、管理運営は事業者が自らの資金で実
施する方針とし、管理棟を収益施設として利用する場合は使用料を市に支払うことを想定します。

紀の川市 （公共） 設計業務委託、 工事発注 民間事葉者

雑持管理・運営委託 ／ （コンソーシアム ・」V)． 
| 企画 | ・” 

設計会社

］ -------------―' 設計費 ・工事費
， 計画 ， 
l-------------.. 維持管理・運営費 （指定管理料）

建設会社
-＇ ，-----設--計------, 1 

管理棟活用（自主事業）の 維持管湮会社

，l -----建設-----： 
管理逼営費は民1111事業者負担

，維持管理： ，運嘗 ＇ ~------------------ 運嘗会社
（営浬棟における使用科）

l------.. I -----1 ヽ

収入）

DBOによる事業スキーム固

(5)事業スケジュール

再整備基本計画完成
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事業者決定
令和12年春頃
開園

民間事業者による施設整備・管理遍営
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